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教育長 教育委員会

和久田敬史

塚副　 徹

教育部教育総務課長

教育部学校教育課長

★副委員長…上村　勝昭

ＰＴＡ部会

上村　勝昭

酒井　 徹

光永　孝治

上村　克弘

地域住民代表（東陽婦人会長）

種山小学校長

地域住民代表（元区長）

教務・事務部会

（１）準備委員会の設置目的

（２）準備委員会の協議事項

　　④学校備品及び図書館蔵書の整備（移転・廃棄）に関すること

　　⑤ＰＴＡの組織運営に関すること

　　⑥その他統合に関すること

　東陽地区３校（種山小学校、内ノ木場分校、河俣小学校）の円滑な統合を推進するた
めに必要な諸事項について総合的に協議する。

★委員長…堺　優一

氏名

（３）準備委員会委員 （敬称略）

堺　 優一

　　①校名、校章、校歌、制服（標準服）等に関すること

　　②通学体制に関すること

　　③教育課程、学校行事及び事前交流学習に関すること

東陽地区学校統合準備委員会　最終報告資料



（６）校名について

（７）学校規模について （内訳）

種山小　５６名

内ノ木場　４名

河俣小　　８名

新入生　１２名

（５）協議経過

中間報告会
７／５（木）

○校名について（決定の方法、基本的考え方）
○校章・校歌・校旗について

○校名について　　　　　　　　　　　　○校歌について
○校章について　　　　　　　　　　　　○標準服について
○通学体制（スクールバス運行）について

○校歌の制作依頼について　　　　　　　○校章デザインの募集について
○標準服・体操服について　　　　　　　○通学体制について
○式典行事について（閉校式・開校式）
○教務部会・事務部会の進捗状況について

第２回
５／２９（火）

第３回
６／２６（火）

第４回
７／２３（月）

　八代市立東陽小学校

【基本的考え方】
　「種山小学校の子どもたち、内ノ木場分校の子どもたち、河俣小学校の子どもたち、
みな同じ『東陽町の子ども』です。３校の子どもたちが、ひとつとなって、励まし合い
助け合いながら、新しい学校の歴史をつくることになります。未来を担う子どもたちに
夢と希望を与え、東陽町の子どもとして、新たな気持ちで、すくすく元気に育ってほし
いと願うものです。」

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

12 12 12 13

○統合時（平成２５年度）の児童数

○平成２６年度以降の児童数（見込み）

15 16

平成２７年度　７８名平成２６年度　８２名 平成２８年度　８１名

計

80

最終報告会
１０／３（水）

参加者 ： 保護者及び地域住民１８名、委員１４名、事務局４名

第１回
４／２７（金）

○委嘱状交付　　　　　　　　　　　　　○準備委員会設置要領の概要説明
○委員長・副委員長選出　　　　　　　　○事務局から説明
○質疑・協議（専門部会の設置、保護者・地域の意見の集約の仕方など）

参加者 ： 保護者及び地域住民２１名、委員１５名、事務局４名

第５回
９／６（木）

○校章デザインの選定について　　　　　○校歌について
○標準服・体操服について　　　　　　　○通学体制について
○ＰＴＡの組織及び運営について　　　　○教育課程・学校行事について



（８）校章について

○選定作品

（９）校歌について

（10）標準服について

本岩　薫平さん（種山小５年）

白石　沙綺さん（種山小６年）

○最終デザイン

   町内の小・中学生を対象にデザインを募集し、８０点の応募がありました。新しい学
校への夢と希望を表すために、一生懸命に考えられた作品ばかりで、委員からも賞賛の
声が上がっていました。中には、家族で協力しての作品もあり、本当にありがたく思い
ます。準備委員会では、最終的に５点を選定し、これらのデザインをもとに美術専門の
萱嶋義邦先生（元八代市教育委員長）に校章原案作成をお願いしました。

東陽地区勤務歴　Ｓ54～56 内ノ木場分校 、 Ｈ18～19 河俣小

東陽地区勤務歴　Ｈ8～10 種山小、 Ｈ19～20 種山小

德田　直駿さん（種山小６年）

白石　真理さん（東陽中２年）

○東陽小の標準服メーカーは「トンボ」とします。（スカートは１２襞）

○新１年生及び新規購入の場合は、東陽小の標準服（トンボ製品）とします。

○切り替え移行期間を５年間とします。

○標準服の下に着用するものは、白の襟付きシャツとします。

○登下校時は、帽子を着用します。

○体操服については、東陽中と同じデザイン（上下）とし、体操帽子は現行どおりとします。

○作詞 ： 森山 雅彰 先生（元河俣小学校長）

○作曲 ： 村﨑 公生 先生（前種山小学校長）

奥田　千尋さん（種山小１年）
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（11）通学体制（スクールバス運行）について

種山小　　　　３月２３日（土）

河俣小　　　　３月２４日（日）

内ノ木場分校　３月３１日（日）

４月７日（日）の予定（始業式も同日）

（13）ＰＴＡの組織及び運営について

（14）教育課程・学校行事について

（進んで）（たくましく）（やさしく）

（15）学校備品・図書館蔵書の整備について

○学校の先生方のご協力で少しずつ準備が進んでいます。

○スクールバス対応の通学距離の基準については、法令にもとづき４ｋｍ以上とすることを確
　認しました。

○河俣地区については、ジャンボタクシー２台（坂より上・久木野方面及び美生・鶴方面）で
　運行します。内ノ木場地区については、タクシー１台で運行します。

（12）式典行事について

○学校の乗降場所については、安全面を考慮し、登校時は「せせらぎ」正面玄関前で降車し、
　下校時は給食センター前での乗車とします。

【閉校式】

○重点努力事項（案）

「ふるさと東陽を愛し、自ら学び、心豊かにたくましく生き、夢実現に向け未来を切り拓
 く東陽っ子の育成」

　東陽小と東陽中の小中一貫・連携教育の推進を基盤として、学校行事等の小中合同開
 催、地域の歴史・伝統文化の継承活動、地域行事への参加・協力などが盛り込まれてい
 ます。

○スクールバス停の目印を設置します。（デザインは検討中）

○保護者の負担を軽減するために、小中合同のＰＴＡ活動を検討します。（資源回収、愛校作
　業、地区懇談会など）

○ＰＴＡ組織は、小学校と中学校それぞれ単Ｐとして組織し、活動します。

○校訓（案）

    自主　　　　剛健　　　　奉仕

○学校教育目標（案）

【開校式】

○各停留所の発着時刻等は安全面等を配慮して、最終的に学校で決定します。また、運行計画
　（毎週の時間割）を作成します。


